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概要 

ナルコレプシーは日中の過度な眠気，カタプレキシー，睡眠時幻覚や睡眠時麻痺を症状とし

てもつ慢性的な神経疾患であり 1)，日本では 600 人に 1 人，世界では 2000 人に１人がナル

コレプシーとともに生活しているとされる 2,3)。疾患啓発活動やインターネットの普及もあ

り，近年若年層での診断が増加傾向にある 4)など疾患啓発は進みつつあるが，当事者支援に

関しては十分とはいえない。患者会が自立支援医療に関する要望書提出にむけて署名活動 5)

を進めるなど，当事者への公的支援についてはさらなる議論が必要である。上記の議論に役

立つようなエビデンスを創出すべく本研究を進めてきた。本抄読会では，研究進捗 6)の共有

と議論に加え，研究結果のコミュニケーション方法についても議論した。 

 

Overview 

Narcolepsy is a chronical neurologic condition characterized by excessive daytime sleepiness, 

cataplexy, hypnagogic or hypnopompic hallucinations, and sleep paralysis. The estimated 

prevalence of narcolepsy is 1 in 600 in Japan, and 1 in 2000 worldwide. We had conducted the 

research designed to accelerate the discussion on a public support for people with narcolepsy. 
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